
学校自己評価
システムシート

学校自己評価システムシートは、「学校自己評価」と「学校関係者評価」を２本柱として、重点目標実現に向けた学校の教育活動に対する評価を表す
ものです。学校自己評価欄では「年度目標の設定（Plan）」と「年度評価（Check & Action）」から構成し、年度目標（評価項目）ごとに達成度をまと
めます。学校関係者評価欄では、学校評価懇話会での学校自己評価結果に対する意見・要望や評価を記述することがポイントです。

次年度への課題と改善策

評価項目ごとにその達成状況を踏ま
えて、次年度へ継続する課題やさらに
改善していくための方向性などについて、
簡潔にまとめます。
次年度の評価項目設定や具体的な方
策の設定に対する学校の方向性を示す
と、分かりやすくなります。

評価項目の達成状況
個々の具体的方策の実践経過をもと
に、評価指標に基づいた達成状況を記
述し、これらを総合的にまとめて、評価
項目全体としての達成状況をまとめます。
方策がどのように機能したかが分かる
ように簡潔に表現します。

年度評価としてまとめた月日を明記しま
す。

具体的方策の策定
評価項目ごとに年度達成目標
のための方策を分かりやすく具
体的に策定します。
一つの評価項目に対して
２～４個程度の方策が目安です。
①、②、・・と番号で示すと分かり
やすくなります。

方策の評価指標
具体的方策に対応して、方策
の達成状況が把握できるように
評価指標を分かりやすく設定し
ます。
対応する方策ごとに、
①、②、・・と番号で示し、対応関
係を明確にします。

学校関係者評価
各評価項目ごとに
学校が自らその達成
状況を評価した自己
評価結果に対して、
学校評価懇話会で
出された意見や要
望、自己評価に対す
る評価（達成度が妥
当であるか否かな
ど）を評価運営委員
会がまとめます。
当該年度最終回

の学校評価懇話会
実施日と出席者構
成を明記します。

達成度
評価項目ごとにま
とめた達成状況を
年度目標に対する
達成度として、
学校が自ら評価し
たその達成度合い
をＡＢＣＤで表しま
す。

目指す学校像
長期的な視点から、学校
が地域や保護者から期待さ
れ、信頼される学校の姿を
分かりやすく設定します。
その際、学校の歴史だけ
でなく、生徒の実態や地域
の期待を踏まえることが大
切です。

重点目標
目指す学校像実現に向け、
中期的な視点で目標の重
点化を行います。
「授業改善を始めとする学
力向上に関する取組」
「開かれた学校づくりの取
組」を視点とする内容を学
校の実態に応じて設定しま
す。その他の目標も含め、
３～４個の重点化が適切で
す。

評価項目の設定
重点目標に対する課題を解決

するために、年度目標として評価
項目を設定します。
一つの重点目標に対して、
評価項目を複数設定しても構いま
せん。
その年度に重点化した達成目標
が評価項目というわけです。

現状と課題
重点目標ごとの現状と課
題をまとめます。
現状の羅列にならず、現
状の課題、前年度から継続
する課題を明確に記述する
ことが重要です。
番号は重点目標と対応さ
せます。

シートはウエブサイトから
ダウンロード

http://www.pref.saitama.lg.jp/site/gakkou-

hyouka/gakkouhyouka-kensyusiryou.html


